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モータースポーツ審議会審議前 

２０２３年全日本ラリー選手権統一規則 

                                                                                                           下線部分：変更箇所 

２０２３年規則 ２０２２年規則 

第１章 大会告知 

第１条（略） 

 

○競技会の定義および組織 

２０２３年ＪＡＦ全日本ラリー選手権第○戦「 [競技会の名称] 」は、

一般社団法人日本自動車連盟（以下「ＪＡＦ」という）の公認のもとに

ＦＩＡ国際モータースポーツ競技規則およびその付則に準拠した日本自

動車連盟（ＪＡＦ）の国内競技規則およびその細則、２０２３年日本ラ

リー選手権規定、２０２３年全日本ラリー選手権統一規則、ラリー競技

開催規定および本競技会特別規則に従い国内競技として開催される。 

 

○プログラム（略） 

 

○競技会の名称 

２０２３年ＪＡＦ全日本ラリー選手権第○戦 ○○ラリー２０２３ 

 

○競技の格式 

ＪＡＦ公認：国内競技  ＪＡＦ公認番号２０２３年○○○○号 

 

○競技種目（略） 

 

○開催日程および開催場所 

２０２３年〇月〇日（〇）～〇月〇日（〇）の〇日間 

〇〇県〇〇郡〇〇町周辺 

ラリースタート  ： 

ラリーフィニッシュ： 

 

○競技会本部（ＨＱ）～○参加申込および問い合わせ先（大会事務局）

（略） 

第１章 大会告知 

第１条（略） 

 

○競技会の定義および組織 

２０２２年ＪＡＦ全日本ラリー選手権第○戦「 [競技会の名称] 」は、

一般社団法人日本自動車連盟（以下「ＪＡＦ」という）の公認のもとに

ＦＩＡ国際モータースポーツ競技規則およびその付則に準拠した日本自

動車連盟（ＪＡＦ）の国内競技規則およびその細則、２０２２年日本ラ

リー選手権規定、２０２２年全日本ラリー選手権統一規則、ラリー競技

開催規定および本競技会特別規則に従い国内競技として開催される。 

 

○プログラム（略） 

 

○競技会の名称 

２０２２年ＪＡＦ全日本ラリー選手権第○戦 ○○ラリー２０２２ 

 

○競技の格式 

ＪＡＦ公認：国内競技  ＪＡＦ公認番号２０２２年○○○○号 

 

○競技種目（略） 

 

○開催日程および開催場所 

２０２２年〇月〇日（〇）～〇月〇日（〇）の〇日間 

〇〇県〇〇郡〇〇町周辺 

ラリースタート  ： 

ラリーフィニッシュ： 

 

○競技会本部（ＨＱ）～○参加申込および問い合わせ先（大会事務局）

（略） 
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○保険 

２０２３年日本ラリー選手権規定第１７条に基づき、対人賠償保険

（無制限／〇〇〇万円以上）および搭乗者保険（または共済等）（無制

限／〇〇〇万円以上）に加入していること。 

［※上記金額を決定し明記すること］ 

 

○音量規制～○レッキの実施方法（略） 

 

○タイヤおよびホイール 

装着するタイヤ・ホイールは、車両のクラス区分に従って定められる

下記の最大直径および最大幅とする。 

 

 

 

 

１）ホイール 

クラス１（ＪＮ-１）：ＦＩＡ国際モータースポーツ競技規則付則 J 項第

２６０、２６１条８０１項に従うこと 

クラス２（ＪＮ-２）：最大直径 １８インチ 最大幅 ８.５インチ 

クラス３（ＪＮ-３）：最大直径 １８インチ 最大幅 ７.５インチ 

クラス４（ＪＮ-４）：最大直径 １８インチ 最大幅 ７.５インチ 

クラス５（ＪＮ-５）：最大直径 １８インチ 最大幅 ７インチ 

クラス６（ＪＮ-６）：最大直径 １８インチ 最大幅 ７インチ 

 

 

 

 

 

 

２）タイヤ 

本競技会で使用できるタイヤの本数は、〇〇本までとする。 

［※１．舗装（アスファルト、ターマック等）スペシャルステージとし

て認定された競技会の場合、以下の条文を追記すること］ 

 

○保険 

２０２２年日本ラリー選手権規定第１７条に基づき、対人賠償保険

（無制限／〇〇〇万円以上）および搭乗者保険（または共済等）（無制

限／〇〇〇万円以上）に加入していること。 

［※上記金額を決定し明記すること］ 

 

○音量規制～○レッキの実施方法（略） 

 

○タイヤおよびホイール 

 

 

 

 

 

 

１）ホイール： 

装着するホイールは、車両の総排気量に従って定められる下記の最

大直径および最大幅を超えていないこと。ただし、同一車両型式のカ

タログに記載されているホイールの直径および幅が下記の数値を超え

ている場合は、カタログに記載されている数値を最大値とすることが

できる。 

－総排気量１,４００ｃｃを以下の車両：最大直径１４インチ、最大

幅６インチ 

－総排気量１,４００ｃｃを超え２,０００ｃｃ以下の車両：最大直

径１６インチ、最大幅７インチ 

－総排気量２,０００ｃｃを超える車両：最大直径１７インチ、最大

幅７.５インチ 

※なお、２０２３年以降本項について変更を行う場合がある。 

 

２）タイヤ： 

本競技会で使用できるタイヤの本数は、   本までとする。 

［※１．舗装（アスファルト、ターマック等）スペシャルステージとし

て認定された競技会の場合、以下の条文を追記すること］ 
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クラス１（ＪＮ-１）：最大幅リム/タイヤの組み立て品の幅は９インチと

し、直径６５０㎜以下とする。 

クラス２（ＪＮ-２）：最大幅 ２４５ミリ（タイヤに刻印されたサイズ） 

クラス３（ＪＮ-３）：最大幅 ２２５ミリ（タイヤに刻印されたサイズ） 

クラス４（ＪＮ-４）：最大幅 ２２５ミリ（タイヤに刻印されたサイズ） 

クラス５（ＪＮ-５）：最大幅 ２１５ミリ（タイヤに刻印されたサイズ） 

クラス６（ＪＮ-６）：最大幅 ２１５ミリ（タイヤに刻印されたサイズ） 

 

・クラス１（JＮ-１）に限りＦＩＡ公認タイヤ、またはこれと同等な

公道走行が認められている一般市販タイヤとする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・下記事項を満たしたタイヤを使用すること。 

ただし、下記（１）による縦溝のみを有したタイヤの使用は認めら

れない。 

 

（１）～（２）（略） 

 

 

 

[※２．]～[※３．]（略） 

［※４．競技会で使用できる最大本数の算出方法］ 

・舗装（アスファルト、ターマック等）スペシャルステージにおける

最大本数は、その距離に関わらず一律１０本とする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・ＦＩＡ公認タイヤについて、全日本選手権においてはその使用は認

められない。ただし、ＦＩＡ公認タイヤのうち、ＪＡＴＭＡ ＹＥＡ

Ｒ ＢＯＯＫに記載されているもの、またはこれと同等なものであ

り、かつ公道走行が認められているタイヤについては使用すること

ができる。 

なお、２０２２年全日本ラリー選手権統一規則第２条によりＦＩＡ

国際モータースポーツ競技規則付則Ｊ項に準拠することが定めら

れた車両については、当該年のＦＩＡレジョナルラリー競技規則付

則Ｖに規定されるＦＩＡ公認タイヤを使用すること。 

 

 

 

・下記事項を満たしたタイヤを使用すること。 

ただし、下記（１）による縦溝のみを有したタイヤおよびスノータ

イヤ（「Ｍ＋Ｓ」、「Ｍ・Ｓ」、「Ｍ＆Ｓ」の表示があるタイヤ）の使用

は認められない。 

（１）～（２）（略） 

・安全上必要と判断した場合、競技長の宣言により規定本数に追加し

て２本使用することができる。本項に従ってなされた競技長の宣言

に対して抗議することはできない。 

［※２． ]～[※３．]（略） 

［※４．競技会で使用できる最大本数の算出方法］ 

・舗装（アスファルト、ターマック等）スペシャルステージの距離が

５０ｋｍ～１００ｋｍ未満の場合、６本とし、以降５０ｋｍ未満毎

に２本追加（例：１００ｋｍ～１５０ｋｍ未満、１５０ｋｍ～２０
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・未舗装（グラベル等）スペシャルステージの距離が５０ｋｍ～１０

０ｋｍ未満の場合、１２本とし、以降２５ｋｍ未満毎に２本追加（例：

１００ｋｍ～１２５ｋｍ未満、１２５ｋｍ～１５０ｋｍ未満）。 

・積雪（氷結路面を含む）スペシャルステージの距離が５０ｋｍ～１

００ｋｍ未満の場合、８本とし、以降２５ｋｍ未満毎に２本追加（例：

１００ｋｍ～１２５ｋｍ未満、１２５ｋｍ～１５０ｋｍ未満）。 

［※５．]（略） 

 

○セレモニアルスタート／フィニッシュ～〇細則（略） 

 

第２章 競技参加に関する基準規則 

第２条 参加車両 

当該年の日本ラリー選手権規定第７条に従う。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

０ｋｍ未満）。 

・未舗装（グラベル等）スペシャルステージの距離が５０ｋｍ～１０

０ｋｍ未満の場合、１２本とし、以降２５ｋｍ未満毎に２本追加（例：

１００ｋｍ～１２５ｋｍ未満、１２５ｋｍ～１５０ｋｍ未満）。 

・積雪（氷結路面を含む）スペシャルステージの距離が５０ｋｍ～１

００ｋｍ未満の場合、８本とし、以降２５ｋｍ未満毎に２本追加（例：

１００ｋｍ～１２５ｋｍ未満、１２５ｋｍ～１５０ｋｍ未満）。 

［※５．］（略） 

 

○セレモニアルスタート／フィニッシュ～〇細則（略） 

 

第２章 競技参加に関する基準規則 

第２条 参加車両 

１）当該年の日本ラリー選手権規定第７条に従う。 

なお、ＲＲＮ車両を除くＦＩＡ公認車両のうち、ラリー競技開催規定 

細則：スペシャルステージラリー開催規定第５条１．２）（２）に基づき

全日本ラリー選手権に出場する車両は、現在有効なＦＩＡ公認車両であ

り且つ当該年のＦＩＡ国際モータースポーツ競技規則付則Ｊ項第２５１

条１．１  Categories and groups に示す Category 1・Groups R 

(Rally5/Rally4/Rally3/Rally2) のそれぞれに適用される規定に準拠した

車両であること。 

２）日本ラリー選手権規定第８条に基づくクラス１（JN-１）の性能調整 

（１）前戦のクラス順位により、当該ドライバーの次戦参加車両に対し

下記の表による重量調整を行う。 

   なお、下記重量には、取り付けのための工具等を含むものとする。 

順位 １位 ２位 ３位 ４位 ５位 ６位以下 

加減重量 +３０㎏ +２０㎏ +１０㎏ -１０㎏ -２０㎏ -３０㎏ 

 

（２）重量加算はバラストの取り付けにより行う。バラストの取り付け

は安全性に十分考慮し、その取り付け方法は当該年のＪＡＦ国内競

技車両規則第１編レース車両規定第３章３．３）に従うものとする。 

（３）重量調整はＪＡＦ国内競技車両規則第２編ラリー車両規定第１章

第９条に定める最低重量、または同最低重量に上記（１）による重
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第３条（略） 

 

第４条 参加資格 

当該年の日本ラリー選手権規定第９条に基づき以下に従うこと。 

１）～３）（略） 

 

 

 

４）（略） 

 

 

第５条～第１０条（略） 

 

第３章 競技に関する基準規則 

第１１条～第１７条（略） 

 

第４章 抗議 

第１８条（略） 

 

第５章 競技会の成立、延期、中止、または短縮 

第１９条（略） 

 

第６章 賞典 

第２０条（略） 

 

第７章 本統一規則の解釈および施行 

量調整後の車両重量に行うものとする。なお、ＲＲＮを除くＦＩＡ

公認車両の最低重量は当該年のＦＩＡ国際モータースポーツ競技規

則付則Ｊ項に夫々定められた車両重量値とする。ただし、グループ

Ｎとして公認された車両については公認書に記載された車両重量と

する。 

（４）重量加算はその上限を５０㎏とする。また、重量減算の下限は上

記（３）に基づく当該車両の最低重量までとする。 

 

第３条 クラス区分 （略） 

 

第４条 参加資格 

当該年の日本ラリー選手権規定第９条に基づき以下に従うこと。 

１）～３）（略） 

４）満２０才未満（※２０２２年４月１日以降は満１８歳未満）の競技

運転者は、参加申込に際し、親権者の承諾書を提出しなければならな

い。 

５）１台の参加車両に搭乗するクルーは、ドライバーおよびコ･ドライバ

ーの２名とする。 

 

第５条～第１０条（略） 

 

第３章 競技に関する基準規則 

第１１条～第１７条（略） 

 

第４章 抗議 

第１８条（略） 

 

第５章 競技会の成立、延期、中止、または短縮 

第１９条（略） 

 

第６章 賞典 

第２０条（略） 

 

第７章 本統一規則の解釈および施行 
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第２１条～第２３条（略） 

以上 

第２１条～第２３条（略） 

以上 

 

 




